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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上部側および底部側を含む外側チャンバと、
　前記外側チャンバ内に配置され、上部側および底部側を有する内側チャンバであって、
前記外側チャンバの上側部分が、前記内側チャンバの存在部分によって規定され、前記外
側チャンバの下側部分が、前記内側チャンバがない部分により規定される、内側チャンバ
と、
　前記内側チャンバの前記底部側にある一方向弁と、
　前記外側チャンバに固定された注水コネクタアダプタと、
　前記内側チャンバに固定されたアタッチメントアダプタであって、該アタッチメントア
ダプタが、正面側および背面側を含み、該アタッチメントアダプタの正面側が、前記注水
コネクタアダプタと係合するように構成されている、アタッチメントアダプタと、
を備える人工肛門用袋。
【請求項２】
　閉端部を有する注水管をさらに備え、前記注水管が、前記アタッチメントアダプタの背
面側と係合するように構成されている、請求項１に記載の人工肛門用袋。
【請求項３】
　前記注水管の一部分がスリットを含む、請求項２に記載の人工肛門用袋。
【請求項４】
　前記内側チャンバが、前記内側チャンバを通って延びる第１のスリットおよび第２のス
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リットをさらに含み、前記注水管が前記第１のスリットおよび前記第２のスリットに通さ
れ、前記注水管を通して前記人工肛門用袋内に流体を導入することで、前記外側チャンバ
および前記内側チャンバの両方が注水される、請求項３に記載の人工肛門用袋。
【請求項５】
　前記一方向弁が、可撓性付勢部材をさらに含む、請求項１に記載の人工肛門用袋。
【請求項６】
　前記可撓性付勢部材が長さＬ１を有し、前記内側チャンバの底部側が長さＬ２を有し、
Ｌ１がＬ２より長い、請求項５に記載の人工肛門用袋。
【請求項７】
　前記外側チャンバの上部側に固定された通気孔をさらに備える、請求項１に記載の人工
肛門用袋。
【請求項８】
　前記通気孔がチャコールフィルタをさらに含む、請求項７に記載の人工肛門用袋。
【請求項９】
　前記通気孔が、芳香剤を付着させるための媒体をさらに含む、請求項７に記載の人工肛
門用袋。
【請求項１０】
　人工肛門用袋であって、
　上部側および底部側を含む外側チャンバと、
　前記外側チャンバ内に配置され、上部側および底部側を有する内側チャンバであって、
前記外側チャンバの上側部分が、前記内側チャンバの存在部分によって規定され、前記外
側チャンバの下側部分が、前記内側チャンバがない部分により規定される、内側チャンバ
と、
　前記外側チャンバに固定された注水コネクタアダプタと、
　前記内側チャンバに固定され、正面側および背面側を含むアタッチメントアダプタであ
って、前記アタッチメントアダプタの正面側が、前記注水コネクタアダプタと係合するよ
うに構成された、アタッチメントアダプタと、
　前記内側チャンバを通って延びる第１のスリットおよび第２のスリットと、
　前記アタッチメントアダプタの背面側と係合するように構成された注水管であって、前
記注水管が前記第１のスリットおよび前記第２のスリットに通され、前記注水管を通して
前記人工肛門用袋内に流体を導入することで、前記外側チャンバおよび前記内側チャンバ
の両方が注水される、注水管と、
を備える人工肛門用袋。
【請求項１１】
　前記内側チャンバの底部側に一方向弁をさらに備え、前記一方向弁が前記底部側に固定
された可撓性付勢部材をさらに含み、前記可撓性付勢部材が長さＬ１を有し、前記内側チ
ャンバの底部側が長さＬ２を有し、Ｌ１がＬ２より長い、請求項１０に記載の人工肛門用
袋。
【請求項１２】
　前記外側チャンバの上部側に固定された通気孔をさらに備え、前記通気孔がチャコール
フィルタを含む、請求項１０に記載の人工肛門用袋。
【請求項１３】
　前記注水管が、前記注水管の一部分に沿ってスリットをさらに含む、請求項１０に記載
の人工肛門用袋。
【請求項１４】
　上部側および底部側を含む外側チャンバと、
　前記外側チャンバ内に配置され、上部側および底部側を有する内側チャンバであって、
前記外側チャンバの上側部分が、前記内側チャンバの存在部分によって規定され、前記外
側チャンバの下側部分が、前記内側チャンバがない部分により規定される、内側チャンバ
と、
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　前記外側チャンバの上部側に固定された通気孔と、
　前記外側チャンバに固定された注水コネクタアダプタと、
　前記内側チャンバに固定されたアタッチメントアダプタであって、該アタッチメントア
ダプタが、正面側および背面側を含み、該アタッチメントアダプタの正面側が、前記注水
コネクタアダプタと係合するように構成されている、アタッチメントアダプタと、
を備える人工肛門用袋。
【請求項１５】
　閉端部を有する注水管をさらに備え、前記注水管が、前記アタッチメントアダプタの背
面側と係合するように構成されている、請求項１４に記載の人工肛門用袋。
【請求項１６】
　前記注水管の一部分がスリットを含む、請求項１５に記載の人工肛門用袋。
【請求項１７】
　前記内側チャンバが、前記内側チャンバを通って延びる第１のスリットおよび第２のス
リットをさらに含み、前記注水管が前記第１のスリットおよび前記第２のスリットに通さ
れ、前記注水管を通して前記人工肛門用袋内に流体を導入することで、前記外側チャンバ
および前記内側チャンバの両方が注水される、請求項１６に記載の人工肛門用袋。
【請求項１８】
　前記内側チャンバの底部側に一方向弁をさらに備え、前記一方向弁が、前記内側チャン
バの底部側に固定された可撓性付勢部材をさらに含み、前記可撓性付勢部材が長さＬ１を
有し、前記内側チャンバの底部側が長さＬ２を有し、Ｌ１がＬ２より長い、請求項１４に
記載の人工肛門用袋。

【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　本出願人らは、２００８年７月１５日に出願された本発明の米国仮特許出願第６１／１
３５，１０１号明細書に対して国内優先権を主張し、同出願の内容全体を本明細書に組み
込むものとする。
【技術分野】
【０００２】
　[0001]開示されるデバイスは、人工肛門装具に使用されるデバイスに関し、詳しく言え
ば、結腸人工肛門装具、回腸人工肛門装具および人工膀胱装具などの一体型の洗浄システ
ムを有する人工肛門装具に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0002]消化管疾患の手術の結果、結腸が外科的に露出され、患者に腹部ストーマが残さ
れる場合が多い。消化管を通って流れる身体の廃液や老廃物は、このような人工孔または
開口を通して排出され、通常、ストーマを収容するための入口開口を有する粘着性ウェハ
またはプレートによって皮膚に付着された収集袋に集められる。
【０００４】
　[0003]人工肛門装具はよく知られている装具である。このような装具は、ツーピース型
またはワンピース型の装具であってもよい。両タイプの装具とも、装着者に粘着性保護部
材またはベースプレートが取り付けられる。ワンピース装具の場合、ベースプレートに収
容部材または袋が取り付けられる。ツーピース装具の場合、粘着性保護部材は身体側部材
の一部を形成し、収容部材または袋は、ストーマから排泄物を受けるための身体側人工肛
門部材に取外し可能に取り付けられる。ワンピース装具を使用する場合、装具を皮膚に固
定する粘着性皮膚保護材を含む装具全体が通常取り外され、新しい装具に取り換えられる
。ツーピース装具を使用する場合、身体側の人工肛門部材は、長くても数日間適所に設置
されまま、身体側部材に取り付けられた収容部材または袋のみが取り換えられる。人工肛
門用収容袋を取り付けるためのアタッチメント手段は、整合連結リングまたは整合フラン
ジおよび身体側部材のフランジエリアと係合し密封する粘着表面であってもよい。
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【０００５】
　[0004]本明細書において開示されている人工肛門用袋により、従来技術の人工肛門用袋
のいくつかの欠点が解消される。開示された人工肛門用袋は、ストーマエリアが排泄物お
よび排泄物内に含まれる消化液と著しく接触しないように保護し、排泄物がストーマと接
触状態にある時間を制限する。ストーマが流体にさらされ、特に、胃酸による腐食性損傷
を受けると、着用者に痛みを与えてしまう。既知の袋の洗浄法では、身体側部材から袋を
取り外さずに袋を完全に洗い流すことが困難であり、さらに、取り外すことによって生じ
る漏出の危険性が高まるため問題があった。大部分の既知の袋において、袋を適所で完全
に清浄することができないだけでなく、溜まった腸内ガスをうまく排出してフィルタにか
けることができないため、臭いの問題があった。
【発明の概要】
【０００６】
　[0005]開示された人工肛門用袋の実施形態は、外側チャンバと、内側チャンバとを含む
。外側チャンバは上側部分および下側部分を含み、上側部分は内側チャンバに隣接した領
域として規定され、下側部分は内側チャンバの底縁部の下方に延びる領域として規定され
る。上側部分は、ストーマから人工肛門用袋への入口をさらに含み、下側部分は、最終的
に処分する身体の排泄物を溜める場所である。内側チャンバの外面と外側チャンバの内面
との嵌合は、下側部分からの排泄物が上側部分と内側チャンバとの間の空間に侵入できな
いように隙間が密着されるサイズであることが好ましい。以下に記載する付勢部材によっ
て生じる内側チャンバの底部からの「盛り上がり」（ｂｅｌｌｏｗｉｎｇ）によってさら
に締まり嵌めが提供される。
【０００７】
　[0006]内側チャンバは、一方向弁を含んでもよく、一方向弁は、外側チャンバの下側部
分に排泄物を入れることができるが、内側チャンバに再び入らないように身体の排泄物の
逆流を制限する。一方向弁は、内側チャンバ壁の１つの底部の両側に取り付けられた付勢
部材を含んでもよい。付勢部材は、内側チャンバ壁の長さＬ２より長い長さＬ１を有して
もよい。内側チャンバの底部は、内側チャンバ壁の底部の付勢部材によってかけられる力
によって閉じられる。
【０００８】
　[0007]また、開示された人工肛門用袋により、袋を洗浄するための改良された手段が得
られることで、着用者の快適さおよび利便性が高まる。袋は外部の流体源とつながり、内
側チャンバおよび外側チャンバの両方を同時に洗い流す注水システムを含んでもよい。注
水システムは、外側チャンバに固定された注水コネクタアダプタと、内側チャンバに取り
付けられたアタッチメントアダプタとを含んでもよい。アタッチメントアダプタは、注水
コネクタアダプタ、ひいては、注水管に取り付けられる。閉端型の注水管は、内側チャン
バを通って延びる第１のスリットおよび第２のスリットを通る経路を辿るものであっても
よい。注水管は、内側チャンバに配置される注水管の部分に沿って、外側チャンバの大部
分を通るスリットを含む。洗浄液またはすすぎ液は、圧搾リザーバーなどの給水手段から
注水管内に導入されてもよい。
【０００９】
　[0008]人工肛門用袋は、外側チャンバの上側部分に配置された通気孔を含んでもよく、
通気孔は、通常の消化中に袋内に溜まる腸内ガスおよび腸内ガスに伴う臭気を排出するた
めに使用されてもよい。この通気孔により腸内ガスがゆっくりと放出される。そうでなけ
れば、腸内ガスは、人工肛門用袋に溜まることで着用者に不快な圧力をかけたり、発せら
れたときに袋から発散したりする。通気孔は、排出された腸内ガスから有害な臭いを取り
除くためのチャコールフィルタをさらに含んでもよい。加えて、通気孔は、香りを添加し
たものであってもよい、ティッシュスポンジなどの芳香貯蔵手段を含んでもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】洗浄システムを備えた本明細書に開示された人工肛門用袋の一実施形態の分解図
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を示す。
【図２】洗浄システムを備えた人工肛門用袋の別の実施形態の分解図を示す。
【図３】フィルタシステムの一実施形態の平面図を示す。
【図４】本質的に図３の線４－４に沿って切り取られた図３のフィルタシステムの実施形
態の断面図を示す。
【図５】アタッチメントアダプタの一実施形態の斜視図を示す。
【図６】注水ホースアタッチメント手段の一実施形態の斜視図を示す。
【図７】人工肛門用袋の液体洗浄容器の一実施形態の斜視図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　[0016]以下、図面を参照して説明する。図１～図６は、洗浄システムを備えた開示され
た人工肛門用袋の一実施形態のさまざまな図を示す。図７は、人工肛門用袋の洗浄、消毒
および脱臭用に利用される流体を含みうる圧搾容器の一実施形態を示す。人工肛門用袋１
０は、外側チャンバ１２と、内側チャンバ１８とを含み、内側チャンバ１８は外側チャン
バ１２内に配置される。外側チャンバは、内側チャンバ１８に隣接した領域として規定さ
れた上側部分１４と、内側チャンバ１８の底縁部の下方に延びる領域として規定された下
側部分１６とをさらに含む。上側部分１４は、排泄物がストーマから人工肛門用袋１０に
入るようにするための入口を含み、下側部分１６は、最終的に処分する身体の排泄物を溜
める場所である。人工肛門用袋１０内への排泄物の流れは、方向矢印で図１に概して示さ
れている。
【００１２】
　[0017]内側チャンバ１８は、一方向弁２０を含んでもよく、一方向弁２０は、外側チャ
ンバ１２の下側部分１６内に排泄物を入れるが、身体の排泄物が人工肛門用袋１０の下側
部分１６から内側チャンバ１８内へ逆流するのを制限する。一方向弁２０により、排泄物
を下側部分１６内に溜めるために排泄物を自由に通すことができる。一方向弁２０は、内
側チャンバ１８の壁の１つの両側に取り付けられた付勢部材２２のような付勢手段を含ん
でもよい。付勢部材２２の長さは、内側チャンバ１８の壁の底部２４の長さより長いもの
であってもよい。付勢部材２２の長さＬ１が内側チャンバの底部側２４の長さＬ２より長
いため、内側チャンバ１８の底部２４は、内側チャンバ１８の底部２４にある付勢部材２
２によってかけられる力により閉じられる。このように閉鎖を促す作用により、身体の排
泄物が内側チャンバ１８から弁２０を通って保管用の下側部分１６に容易に入るが、逆は
成り立たないように、一方向弁２０の機能性が高められている。排泄物は、下側部分１６
から内側チャンバ１８内に逆流しない。加えて、付勢部材２２が保管エリアから入口エリ
アへの上向きの流れに対してさらなる障壁を生じるため、排泄物は下側部分１６から上側
部分１４へ容易に流れない。
【００１３】
　[0018]人工肛門用袋１０は、外部の給水源とつながり、外側チャンバの上側部分１４、
下側部分１６および内側チャンバ１８を洗い流す注水システム３０を含んでもよい。注水
システム３０は、外側チャンバ１２に固定される注水コネクタアダプタ３４と、内側チャ
ンバ１８に取り付けられるアタッチメントアダプタ３６とを含む。アタッチメントアダプ
タ３６は、注水コネクタアダプタ３４に取り付けられうる正面側を有し、アタッチメント
アダプタ３６自体が、アタッチメントアダプタ３６の背面側で注水管３８に取り付けられ
てもよい。あるいは、注水管３８は、注水コネクタアダプタ３４に接続され、アタッチメ
ントアダプタ３６を貫通してもよい。注水管３８は閉端型であって、内側チャンバ１８お
よび外側チャンバ１２を通って延びる第１のスリット４０および第２のスリット４２を通
る経路を辿るものであってもよい。注水管３８は、内側チャンバ１８内および外側チャン
バ１２の下側部分１６内に存在する注水管３８の部分に沿ってスリット４４を含んでもよ
い。スリット４４が注水管３８に沿って入れられていることにより、洗い流し中、人工肛
門用袋１０内に水が導入され、注水管３８から水をより高圧で分散させる。水は、図７に
示すタイプの圧搾リザーバー４６から注水管３８に導入されてもよく、または別の実施形
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態では、注水管３８に給水器具を接続可能なアダプタなど、人工肛門用袋１０を洗い流す
ための液体を供給するために使用されてもよい。リザーバー４６を使用することで、消毒
剤または芳香剤を洗浄水に添加して人工肛門用袋１０の清浄を促すことができる。
【００１４】
　[0019]人工肛門用袋１０は、外側チャンバ１２の上側部分１４に配置された通気孔４８
を含んでもよく、通気孔４８は、通常の消化中に袋内に溜まる腸内ガスを排出するために
使用されてもよい。通気孔４８は、係合部品を使用することによって係合しえ、この実施
形態を図４および図６に示す。通気孔４８は、およそ１８０°回転させて取付けまたは取
外しを行う迅速着脱式のアタッチメントを使用することで、人工肛門装具に対する取付け
および取外しが可能である。さらに、通気孔は、圧搾リザーバー４６から流体を導入する
ためのアタッチメントエリアを含んでもよい。通気孔４８は、排出された腸内ガスから有
害な臭いを取り除くためのチャコールフィルタをさらに含んでもよい。通気孔４８はまた
、香りが添加されてもよいスポンジ状の材料を含んでもよく、または、通気孔４８は、チ
ャコールフィルタと、香りが添加されてもよいスポンジ状の材料とを含んでもよい。
【００１５】
　[0020]本発明のさまざまな実施形態について上述してきたが、本発明の趣旨および範囲
から逸脱することなく、さらなる修正例が用いられてもよい。以上のことから、本発明の
範囲は、開示された特殊な構造によって限定されるべきものではない。その代わりとして
、本発明の真の範囲は、添付の特許請求の範囲によって決定されるべきものである。

【図１】 【図２】
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【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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